
記載日

団体名 所管局名

設立目的
観光事業を国内外において推進するとともに、コンベンションの誘致・支援等の事業を行うこと
により、神戸経済の発展と市民文化の向上、さらには国際交流及び国際親善に寄与することを
目的とする。

ミッション・価値・目標設定シート（MVTシート）

○基本情報 平成29年9月29日

（旧）一般財団法人　神戸国際観光コンベンション協会 経済観光局

長

期

・ＭＩＣＥ誘致 

①誘致営業事業 
公益性・収益性のバランスを重視し、神戸MICE誘致活動を推進することにより、神戸市民の文化向上、国際交流の促進を図る。 

②誘致プロモーション事業 

市内民間事業者と連携し、国内・海外での誘致活動を推進することで、市域の魅力を発信することができる。 

③開催支援サポート事業 

市内開催されるMICEに対し、主催者への補助金の交付をはじめとする各種支援を実施することにより、主催者の円滑な運営につなげることが

できる。 

また、MICE開催支援を通じて参加者の快適な滞在を実現することによって、都市の魅力を国内外へ発信することができる。 

・ＭＩＣＥ推進 

①神戸コンベンションセンター施設管理事業 

当協会、JCS、KPHの三位一体で実現するMICEのグローバルスタンダードにより、顧客ニーズに沿った最高品質のサービスメニューでおもてな

し向上を図ることによって、顧客満足度を高めることができる。 

②神戸コンベンションコンソーシアムサービスメニュー事業

三位一体の強みを活かし、市民・参加者・主催者目線のセンター独自のオリジナルサービスメニューの開発に取り組むことにより、より高い

サービスを提供することができる。 

③主催事業 
自主事業の実施により、MICE開催のノウハウを蓄積するとともに、ビジネスマッチングを図ることによって神戸の産業振興・経済的波及効果に

つながる。 

④神戸コンベンションセンター協議会事業 

ポートアイランド内の9団体で構成される協議会において、主催者・参加者の利便性向上を図ることで地域の活性化につながる。 

Ｈ27・28目標数 

・国際会議開催件数 100件 

・国際会議場稼働率 

H27 38.0%  

H28 36.1% 

件数 H27 265件 H28 265件 

・国際展示場稼働率 

H27 42.8%  

H28 40.8% 

件数 H27 149件 H28 156件 
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１．民間事業者との連携による事業実施、公的団体による各民間事業者間のマッチング、

施設の運営、観光イベントの実施等により神戸への誘客促進、受入体制の充実を図る 

２．コンベンションを核とするＭＩＣＥ誘致の推進 

３．観光・コンベンションの誘致機能などの強化を担う固有職員の育成 

上記ミッションの実施により、本市のＨ31年目標値（観光入込客数等）の達成を図る 

 国際観光の推進、周遊と滞在につながる観光の推進、ＭＩＣＥ誘致・支援等の公益

的な事業を実施することにより、神戸経済の発展と市民文化の向上、さらには国際交

流及び国際親善に寄与することを求める。 

【2020ビジョン及び部門別計画等との関わり】 

市はマーケティングや集計・分析に基づく施策の策定、事業の企画を担い、協会は主

に事業を進めていくうえでの実行部隊としての役割を担い、緊密な協力・連携により計

画を進める。 

様式２－１（旧）

・観光事業 
①観光誘致宣伝事業 
市内民間事業者等との連携を通じて、国内・海外に対する誘致宣伝事業を推進するこ

とで、神戸への観光客および宿泊客の増加が見込める。 
②観光客受入事業 
多言語対応をはじめ観光客の利便性向上や受入体制の充実に取り組み、おもてなし向

上を図ることで、観光客の満足度を向上することができる。 
③観光推進事業 
効果的な集客を図るため、イベントの開催・支援を通じて、地域の魅力を発掘し、その

魅力を市外へ発信することができる。 
④フィルムオフィス事業

神戸における映画・テレビ等の撮影支援・誘致活動により、神戸のまちの魅力を発信す

ることで効果的な集客や経済的効果につながる。 

１ 

Ｈ31目標数 

・市内宿泊客数 

 590万人 

・外国人来訪者数（H32目標数） 

 130万人 

・観光入込客数 

 3,900万人 

・観光消費額 

 3,700億円 

（市が定める数値目標を達成する） 

Ａ 

・積極的に外部研修を活用する。

 （関係団体、神戸市職員研修所、商工会議所等）

・自己啓発を支援する。 
 （国内旅行業務取扱管理者試験等受験支援） 
・国内外で開催されるセミナー等へ若手固有職員

を中心に積極的に参加させる。 

Ｃ 

固有職員の年齢構成や退職の

状況を勘案しながら、固有職員

の採用や管理職への登用、研

修の充実、自己啓発の支援な

どを行い、観光推進、MICE誘

致等に高度なスキルを有する

専門人材で構成された組織の

構築を目指す。 
観光客やMICE主催者をはじめ

とする事業者に対しより質の高

いサービスを提供することによ

り、満足度を向上させるととも

に、神戸をより多くの人から選

択してもらえる街にする。 

３ 

5

年



記載日

団体名 所管局名

設立目的
観光事業を国内外において推進するとともに、コンベンションの誘致・支援等の事業を行うこと
により、神戸経済の発展と市民文化の向上、さらには国際交流及び国際親善に寄与すること
を目的とする。

ミッション・価値・目標設定シート（MVTシート）

○基本情報 平成30年8月17日

一般財団法人　神戸観光局 経済観光局

長

期

・ＭＩＣＥ誘致 
①誘致営業事業

公益性・収益性のバランスを重視し、神戸MICE誘致活動を推進することにより、神戸市民の文化向上、国際交流の促進を図る。 
②誘致プロモーション事業

市内民間事業者と連携し、国内・海外での誘致活動を推進することで、市域の魅力を発信することができる。

③開催支援サポート事業

市内開催されるMICEに対し、主催者への補助金の交付をはじめとする各種支援を実施することにより、主催者の円滑な運営に

つなげることができる。 
また、MICE開催支援を通じて参加者の快適な滞在を実現することによって、都市の魅力を国内外へ発信することができる。 

・ＭＩＣＥ推進 
①神戸コンベンションセンター施設管理事業 
当協会、JCS、KPHの三位一体で実現するMICEのグローバルスタンダードにより、顧客ニーズに沿った最高品質のサービスメ

ニューでおもてなし向上を図ることによって、顧客満足度を高めることができる。 
②神戸コンベンションコンソーシアムサービスメニュー事業

三位一体の強みを活かし、市民・参加者・主催者目線のセンター独自のオリジナルサービスメニューの開発に取り組むことによ

り、より高いサービスを提供することができる。 
③主催事業 
自主事業の実施により、MICE開催のノウハウを蓄積するとともに、ビジネスマッチングを図ることによって神戸の産業振興・経

済的波及効果につながる。 
④神戸コンベンションセンター協議会事業 
ポートアイランド内の9団体で構成される協議会において、主催者・参加者の利便性向上を図ることで地域の活性化につながる。 

H30目標数 

・国際会議開催件数 292件 

・国際会議場稼働率 35.9％ 270件 

・国際展示場稼働率 40.8％ 156件 

H31目標数 

・国際会議開催件数 310件 

・国際会議場稼働率 36.1％ 275件 

・国際展示場稼働率 40.9％ 160件 
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１．民間事業者との連携による事業実施、公的団体による各民間事業者間のマッチング、

施設の運営、観光イベントの実施等により神戸への誘客促進、受入体制の充実を図る 

２．コンベンションを核とするＭＩＣＥ誘致の推進 

３．観光・コンベンションの誘致機能などの強化を担う固有職員の育成 

上記ミッションの実施により、本市のＨ31年目標値（観光入込客数等）の達成を図る 

 国際観光の推進、周遊と滞在につながる観光の推進、ＭＩＣＥ誘致・支援等の公益

的な事業を実施することにより、神戸経済の発展と市民文化の向上、さらには国際

交流及び国際親善に寄与することを求める。 

【2020ビジョン及び部門別計画等との関わり】 

市はマーケティングや集計・分析に基づく施策の策定、事業の企画を担い、協会は

主に事業を進めていくうえでの実行部隊としての役割を担い、緊密な協力・連携によ

り計画を進める。 

様式２－１（新）

・観光事業 
①観光誘致宣伝事業 
市内民間事業者等との連携を通じて、国内・海外に対する誘致宣伝事業を

推進することで、神戸への観光客および宿泊客の増加が見込める。 
②観光客受入事業 
多言語対応をはじめ観光客の利便性向上や受入体制の充実に取り組み、お

もてなし向上を図ることで、観光客の満足度を向上することができる。 
③観光推進事業 
効果的な集客を図るため、イベントの開催・支援を通じて、地域の魅力を発掘

し、その魅力を市外へ発信することができる。 
④フィルムオフィス事業

神戸における映画・テレビ等の撮影支援・誘致活動により、神戸のまちの魅

力を発信することで効果的な集客や経済的効果につながる。 

１ 

Ｈ31目標数 
・市内宿泊客数 

590万人 
・外国人来訪者数（H32目標数） 

130万人 
・観光入込客数 

3,900万人 
・観光消費額 

3,700億円 
（市が定める数値目標を達成する） 

Ａ 

・積極的に外部研修を活用する。

 （関係団体、神戸市職員研修所、商工会議所等）

・自己啓発を支援する。 
 （国内旅行業務取扱管理者試験等受験支援） 
・国内外で開催されるセミナー等へ若手固有職員

を中心に積極的に参加させる。 

Ｃ 

固有職員の年齢構成や退職の

状況を勘案しながら、固有職員

の採用や管理職への登用、研

修の充実、自己啓発の支援な

どを行い、観光推進、MICE誘

致等に高度なスキルを有する

専門人材で構成された組織の

構築を目指す。 
観光客やMICE主催者をはじめ

とする事業者に対しより質の高

いサービスを提供することによ

り、満足度を向上させるととも

に、神戸をより多くの人から選

択してもらえる街にする。 

３ 

5

年



記載日

団体名 所管局名

○団体による自己評価［１次評価］

事業No．

評価

評価担当者

事業No．

評価

評価担当者

主要事業（様式１－３）との関わり あり（事業番号：１～９）

平成29年度　ミッションの達成評価シート１　［１次評価］

平成30年8月17日

経済観光局一般財団法人神戸観光局

１－A

H30事業目標

H30目標値
（市が設定するKPI（重要業績評価指標）及びH28実績値に基づき算定）
・市内宿泊客数：563万人
・外国人来訪者数：150万人　＊目標130万人前倒し達成のため上方修正
・観光入込客数：3,900万人
・観光消費額：3,571億円

・国際会議開催件数　292件
・国際会議場稼働率　35.9％　270件
・国際展示場稼働率　40.8％　156件

２－Ｂ 主要事業（様式１－３）との関わり

観光部　担当部長　市邉 裕喜

あり（事業番号：１，５，８）

H30事業目標

H29実績評価

H29事業目標

H29事業目標

H29目標値
（市が設定するKPI（重要業績評価指標）及びH28実績値に基づき市が算定）
・市内宿泊客数：534万人
・外国人来訪者数：126万人
・観光入込客数：3,633万人
・観光消費額：3,355億円

H29実績評価

・市内宿泊客数：536万人
・外国人来訪者数：134万人
・観光入込客数：3,925万人
・観光消費額：3,442億円

国内外における観光セミナー・商談会をはじめ、市内観光事業者との現地旅
行会社・マスコミ訪問や招請事業の実施により、神戸の魅力発信と旅行商品
の造成促進に努めるとともに、観光客のおもてなしの充実に取り組んだ結
果、外国人観光客数は目標を上回る一定の伸びを示した。
市内宿泊客数、観光客入込客数、観光消費額についても、神戸開港150年関
連イベントの開催や、メリケンパークのリニューアル等の要因もあり、目標数
値を上回る結果となった。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ＭＩＣＥ誘致部　部長　黒田 美香

・国際会議開催件数　200　件
・国際会議場稼働率  35.8%   件数    265件
・国際展示場稼働率  40.7%   件数    153件

・国際会議件数   405件
(市が設定するKPI（重要業績評価指標）に基づき算定）
・国際会議場稼働率　　25.8％
　　　　　　　　　件数　　278件
・国際展示場稼働率　  42.9％
　　　　　　　　　件数　　150件

観光庁が指定したグローバルMICE都市として、日本政府観光局（JNTO）など
と協力し、年複数回、海外見本市へ出展するなど誘致プロモーション活動を
積極的に展開した結果、目標を大きく上回る国際会議の開催件数となった。
国際展示場の実績は昨年に届かなかったが、国際会議場は増加し、会議場
と展示場をあわせると、微減（△13件）の利用状況であった。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

様式２－２



事業No．

評価

評価担当者 常務理事（経営推進部長　事務取扱） 藤重 敏郎

主要事業（様式１－３）との関わり なし

H29事業目標

・積極的に外部研修等を活用する。
　（神戸市職員研修所、全国公益法人協会等）
・資格取得､自己啓発を支援する。
　（国内旅行業務取扱管理者試験・公益法人会計検定試験の受験支援、ビジ
ネススキル向上を目的とした、助成支援（上限20万円／年）、観光コンベンショ
ン関連施設等視察支援制度の活用）

H29実績評価

１．神戸市職員研修所、全国公益法人協会などが主催する、研修・セ
ミナー等を積極的に受講させ、人材育成に努めた。
　　・34件受講

２．視察支援制度を創設するなど、資格取得､自己啓発の支援に努め
た。
　　・国内旅行業務取扱管理者試験
　　　　固有職員　33名中2名受験、1名合格
　　　　（合格者累計6名）
　　・公益法人会計検定試験（3級）
　　　　1名受験、1名合格
　　・日商簿記検定（3級）
　　　　1名受験、1名合格
   　・日商簿記検定（2級）
　　　　1名受験、1名合格

　　・ビジネススキル向上を目的とした助成制度
　　　　利用者：5名（英会話、ファイナンシャルプランナー、MPI等）
　　・観光コンベンション関連施設等視察支援制度
　　　　新規採用職員2名が利用

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

３－Ｃ

H30事業目標

・積極的に外部研修等を活用する。
　（神戸市職員研修所、全国公益法人協会等）
・資格取得､自己啓発を支援する。
　（国内旅行業務取扱管理者試験・公益法人会計検定試験の受験支援、ビジ
ネススキル向上を目的とした、助成支援（上限20万円／年）、観光コンベンショ
ン関連施設等視察支援制度の活用）



記載日

団体名 所管局名

○所管局による総合評価（ミッションの達成評価）［２次評価］

総合評価

評価担当者

コメント

【ミッション毎の評価】
１ ・・・・・・評価　A
　（上記評価の理由）
国内外における観光プロモーションを行い、魅力発信と旅行商
品の造成促進に努めた結果、市内宿泊客数と外国人来訪者数
は目標を上回り、観光入込客数は目標対比で108％を達成し
た。

２ ・・・・・・評価　A
　（上記評価の理由）
展示場の開催件数は目標を下回ったものの、日本政府観光局
（ＪＮＴＯ）との協力による積極的な誘致プロモーションを行うこと
で、国際会議場・展示場での合計開催件数では目標を大きく上
回ることができた。他都市との競争が激化する中、MICE誘致の
ための環境整備を進めながら前年並みの実績を確保してい
る。

３ ・・・・・・評価　Ａ
　（上記評価の理由）
自己啓発の支援を目的とした助成制度により、固有職員のキャ
リアアップや能力・モチベーションの向上に努めていることは評
価できる。

【総合評価の理由】
市が定める目標達成に向けて、Ｈ29年度中にＤＭＯ組織「神戸
観光局」として発足し観光振興施策を一元的に展開しながら観
光客誘致に努めている。観光入込客数も増加しており、今後も
神戸の活性化に一層取り組んでいってもらいたい。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

平成29年度　ミッションの達成評価シート２　［２次評価］

平成30年8月30日

一般財団法人神戸観光局 経済観光局

対応方法
総合評価がB又はCの

場合は必ず記載

経済観光局観光MICE部観光企画課　課長　星島　淳一

様式２－３
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